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特色と概要



•「科学的知性と芸術的感性の融合」が建学の理念、綜合的な知を探求し、 
新しい文化を提案する岐阜県立の大学院大学 

• メディア表現研究科1専攻、博士前期課程［修士］＋博士後期課程［博士］ 
• アート、デザイン、工学、社会科学など多様な分野の領域横断を研究実践

本学の特色



科学的知性と芸術的感性の融合とは

• 単に科学と芸術という異なる分野を掛け合わせるという意味ではない 
• テクノロジーと社会の関係を踏まえつつ、自ら社会と向き合い、実践により裏付け
された真の価値を深く洞察する研究活動 

• 多様な領域を横断しながら、つくることを通じて「制作の知」を見出し、新たな文化
の創出へ貢献すると同時に社会を先導することを目指す



課程

• 博士前期課程：修士（メディア表現） 
• [在学] 2年間 社会人短期在学コース 1年間 
• [定員] 40人（1学年20人×2学年） 

• 博士後期課程：博士（メディア表現） 
• [在学] 3年間 
• [定員] 9人（1学年3人×3学年）



卒業生（IAMAS Graduate Interviewsより）

ウエヤマトモコ（音と人・ミミ島 代表）

真鍋大度（株式会社Rhizomatiks取締役）

菅野創＋加藤明洋＋綿貫岳海 
（《かぞくっち》プロジェクト）

山辺真幸（データビジュアライズデザイナー）

内田聖良 
（コンテンポラリーサーキットベンダー/美術家）

平塚弥生 
（フードビジネスコンサルタント, 株式会社Coneru代表）

三原聡一郎（アーティスト）

高尾俊介（クリエイティブコーダー）

https://www.iamas.ac.jp/interview/_020/
https://www.iamas.ac.jp/interview/
https://www.iamas.ac.jp/interview/005-2/
https://www.iamas.ac.jp/interview/_033-1/
https://www.iamas.ac.jp/interview/_027/
https://www.iamas.ac.jp/interview/_023-1/
https://www.iamas.ac.jp/interview/_026/
https://www.iamas.ac.jp/interview/_025/
https://www.iamas.ac.jp/interview/_024-1/


これまでの研究（IAMAS Annualより）

守下誠《ARama!》木村佳《創造的解釈》

伏田昌弘《Avatar Jockey》

水谷珠美《ゆめの中継；状況の上書き1》

森田了《Sar/on rails》白石覚也《Inclusion》 西本昂生《ライフログアポトーシス》

蓑毛雄吾《time in space, space in time》

https://www.iamas.ac.jp/annual/mr/fushida-masahiro/?y=2020&type=works
https://www.iamas.ac.jp/annual/
https://www.iamas.ac.jp/annual/mr/morishita-makoto/?y=2021&type=works
https://www.iamas.ac.jp/annual/mr/mizutani-tamami/?y=2021&type=works
https://www.iamas.ac.jp/annual/mr/morita-ryo/?y=2020&type=works
https://www.iamas.ac.jp/annual/mr/nishimoto-koki/?y=2020&type=works
https://www.iamas.ac.jp/annual/mr/kimura-kei/?y=2021&type=works
https://www.iamas.ac.jp/annual/mr/shiraishi-kakuya/?y=2020&type=works
https://www.iamas.ac.jp/annual/mr/minomo-yugo/?y=2021&type=works


学生情報

「IAMAS Interviews 04」より



「IAMAS SCHOOL GUIDE 2024」より

卒業生の主な進路

就職: 一般企業 
株式会社電通 
株式会社博報堂プロダクツ 
チームラボ株式会社 
株式会社アマナ 
株式会社コルグ 
株式会社コンセント 
日本放送協会 
株式会社ワン・トゥー・テン・デザイン 
株式会社乃村工藝社 
genDesign 

就職：文化施設 
一般財団法人JR東日本文化創造財団 
シビック・クリエイティブ・ベース東京 [CCBT] 
山口情報芸術センター［YCAM］ 
NTTインターコミュニケーションセンター［ICC］ 
日本科学未来館 
公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団

就職：教育・研究機関 
東京藝術大学 
多摩美術大学 
女子美術大学 
秋田公立美術大学 
愛知県立芸術大学 
名古屋市立大学 
愛知淑徳大学 
名古屋文理大学 
京都芸術大学 
京都精華大学 

起業 
株式会社ライゾマティクス 
株式会社GOCCO. 
映像ワークショップ合同会社 
Semitransparent Design 
合同会社byNumbers 
有限会社トリガーデバイス 
株式会社HAUS 
株式会社バックスペースプロダクション 
KAKKO E合同会社 
グレイセル株式会社

進学 
東京藝術大学大学院映像研究科博士課程 
東京藝術大学大学院音楽学部博士後期課程 
京都市立芸術大学大学院美術研究科博士課程 
大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程 
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科博士後期課程 
愛知県立芸術大学大学院美術研究科博士後期課程 
リンツ美術工芸大学博士課程（オーストリア） 



「IAMAS SCHOOL GUIDE 2024」より

卒業生の主な進路



研究環境

• 夏季・冬季・春季休業期間も含め、24時間使える（一部例外あり） 
• 他の国公立大学と同様に学費が安く、寮も完備されており、都市部と比較して 
生活費も低い 

• 学生にPC（MacBook Pro）がAdobe CCなど各種ライセンス付きで貸与 
されるなど、対面とオンラインの両方に対応できる



施設紹介

「IAMAS SCHOOL GUIDE 2024」より



施設紹介

「IAMAS SCHOOL GUIDE 2024」より



施設紹介

「IAMAS SCHOOL GUIDE 2024」より



施設紹介

「IAMAS SCHOOL GUIDE 2024」より



産業文化研究センター［RCIC］

「IAMAS SCHOOL GUIDE 2024」より



学費

• 学生（博士前期課程および博士後期課程） 
• 入学検定料30,000円 
• 入学金：338,000円　226,000円（岐阜県に在住の方） 
• 授業料：年額535,800円



奨学金・交換留学制度

• 奨学金制度（博士前期課程対象） 
• 情報科学芸術大学院大学特別給費生報償金 
• 大垣市情報科学芸術大学院大学報奨金 

• 交換留学制度 
• リンツ美術工芸大学（オーストリア）



研究教育の特色

1. プロジェクトを主軸とした社会的実践 

2. 多分野の教員によるチーム・ティーチング 

3. 専門的かつ総合的知識と技術を習得する充実したカリキュラム



本学におけるプロジェクト

• 社会と接続した協働活動により高度な研究成果を目指す研究活動 
• 博士前期課程（修士）では教員が立案・運営 
• 博士後期課程（博士）では学生が立案して教員の指導の下で運営



プロジェクト実習（2024年度博士前期課程の場合）

体験拡張表現プロジェクト 福祉の技術プロジェクト3 場所・感覚・メディア Collaborative Design Research Project

運動体設計 画像キャプション 
画像キャプション

The Art of Listening Extreme Biologies テクノロジーの〈解釈学〉

https://www.iamas.ac.jp/projects/enhanced-experience-expression/
https://www.iamas.ac.jp/projects/technology-for-welfare/
https://www.iamas.ac.jp/projects/place-sense-media/
https://www.iamas.ac.jp/projects/collaborative-design-research/
https://www.iamas.ac.jp/projects/visions-in-motion/
https://www.iamas.ac.jp/projects/the-art-of-listening/
https://www.iamas.ac.jp/master_projects/extreme-biologies/
https://www.iamas.ac.jp/master_projects/interpretive-practices-of-technology/


本学におけるチーム・ティーチング

1. 研究室制ではないため、研究室の壁がない 

2. 3名の教員（主指導教員：1名＋副指導教員：2名）で中心となるチームを構成 

3. 中心となるチーム以外の教員全員もチームとなって指導



教員紹介

学長・教授

鈴木 宣也
研究分野：インタラクションデザイン

研究科長・教授

赤松 正行
研究分野：クリティカル・サイクリング

産業文化研究センター長・教授

赤羽 亨
研究分野：インタラクションデザイン

図書館長・教授

松井 茂
研究分野：詩、映像メディア学

教授

金山 智子
研究分野：メディア・コミュニケーション

教授

クワクボリョウタ
研究分野：メディアアート

教授

小林 茂
研究分野：テクノロジーの哲学

教授

小林 孝浩
研究分野：情報システム工学



教員紹介

教授

小林 昌廣
研究分野：表象文化論

教授

平林 真実
研究分野：コミュニケーションシステム

教授

前田 真二郎
研究分野：映像表現

教授

前林 明次
研究分野：メディア・アート

教授

山田 晃嗣
研究分野：情報工学

教授

吉田 茂樹
研究分野：技術の社会利用

准教授

大久保 美紀
研究分野：美学

准教授

菅 実花
研究分野：現代美術



教員紹介

准教授

瀬川 晃
研究分野：グラフィックデザイン

准教授

飛谷 謙介
研究分野：情報工学

准教授

ホアン・マヌエル・カストロ
研究分野：メディア・アート



教員紹介（特別非常勤講師）

会田大也（山口情報芸術センター［YCAM］学芸普及課長） 

安藤泰彦（現代美術作家） 

木村悟之 （映像作家、フォトグラファー、映像ワークショップ合同会社） 

小鷹研理（名古屋市立大学 芸術工学研究科 准教授） 

四方幸子（キュレーター、美術評論家連盟 会長、対話と創造の森アーティスティックディレクター、多摩美術大学客員教授、東京造形大学客員教授） 

立石祥子（中部大学 人文学部コミュニケーション学科 助教） 

原島大輔（早稲田大学次世代ロボット研究機構 研究助手） 

平井靖史（慶應義塾大学文学部教授） 

平塚弥生（フードビジネスコンサルタント、株式会社 Coneru 代表） 

廣瀬周士（フリーランス、sketch on主宰） 

宮下芳明（明治大学 総合数理学部 教授） 

三輪眞弘（作曲家、京都芸術大学文明哲学研究所 教授） 

椋木 新（エンジニア、ローランド ディー . ジー . 株式会社）



博士前期課程（修士）



修了要件

• 2年間在学、特例で1年間在学 
• 30単位取得 
• 修士作品と修士論文、または修士論文のみ



修士作品

• 展示や上演の形式によって審査される作品 
• 研究に伴う制作物



修士論文

• 修士論文のみの場合 
• 概要1ページ（日本語・英語） 
• 本文50ページ程度 

• 修士作品＋修士論文の場合 
• 概要1ページ（日本語・英語） 
• 本文25ページ程度 

• 1ページの目安 
• A4用紙、和文1,000文字、英文500ワード



科目構成

●…必修科目 　/　▽…2年次科目 

導入科目 
（演習＋講義） 
すべて必修

総合科目 
（講義） 

２科目以上選択

専門科目 
（講義） 

3科目以上選択

制作演習科目 
（演習） 

制作基礎必修＋1科目以上選択

プロジェクト科目 
（実習） 
1年時必修

特別研究科目 
（ゼミ・個別指導） 

すべて必修

メディア表現基礎1 
（導入）●

綜合学1（総論）・2（展
開）・3（各論）

メディア表現特論A 
（環境） 制作基礎 ● プロジェクト実習 

1A/1Ai ●
特別研究 
1A/1Ai ●

メディア表現基礎2 
（理解）●

メディア表現特論B 
（応答） 制作演習A（設計） プロジェクト実習 

1B/1Bi ●
特別研究 
1B/1Bi ●

メディア表現基礎3 
（制作）●

メディア表現特論C 
（概念） 制作演習B（技術） プロジェクト実習 

2A ▽
プロジェクト実習 

2A ●▽

メディア表現基礎4 
（計画）●

メディア表現特論D 
（造形） 制作演習C（造形） プロジェクト実習 

2B ▽
特プロ弱と実習 
2B ●▽

メディア表現特論E 
（設計）



博士前期課程（修士）スケジュール
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
マイルストーン
プロジェクト

専門科目（講義・演習）
導入科目

研究計画立案 研究テーマ策定 研究テーマ決定 年次発表
2年制：1年次

夏
季
休
業

冬
季
休
業

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

春
季
休
業

修
了
研
究
発
表
会

主指導教員 
申請

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
マイルストーン
プロジェクト

専門科目（講義・演習）
導入科目

修士研究 
構想発表 中間発表

修士論文提出
2年制：2年次

修士作品審査（論文予備審査）
最終試験（論文審査）

夏
季
休
業

冬
季
休
業

春
季
休
業

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

副指導教員 
申請

修
了
研
究
発
表
会

主査・副査 
申請

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
マイルストーン
プロジェクト

専門科目（講義・演習）
導入科目

修士研究 
構想発表

社会人短期在学コース
中間発表 修士作品審査（論文予備審査）

夏
季
休
業

冬
季
休
業

春
季
休
業

修士論文提出
最終試験（論文審査）

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

修
了
研
究
発
表
会

受験前：研究テーマ・主指導教員策定

副指導教員 
申請

主査・副査 
申請



講義・特別研究



制作演習



博士後期課程（博士）



修了要件

• 3年間在学 
• 16単位取得 
• 博士論文提出資格 
• 博士論文



博士論文提出資格

• 査読付き論文2編＋国際会議発表1回 
• 査読付き論文1編＋コンテスト入賞1回＋国際会議発表1回 
• 単著出版1編＋国際会議発表1回 
• ユニークな研究業績＋国際会議発表1回 
※作品は資格対象ではありません



ディプロマ・ポリシー

1. 専門性を有しながら科学的知性と芸術的感性を融合し、自立した教育研究者・
芸術家・実務家として、自立して研究活動を推進する研究遂行力を身に付けたか。 

2. 研究領域によらず様々な分野を専門とする人々へ積極的に関わり合い、領域横断
しながら、その交流の中から生み出される「新しい知」の在り方を身につけ、 
プロジェクトの企画から実践まで遂行することができたか。 

3. 高い倫理性と強い責任感を意識し、研究が現代社会の諸課題に対する応答として
の成果を得、メディア表現に関する研究実践から導かれた理論化・体系化の成果
を論文へまとめ、それら成果を広く社会へ発信することができたか。



科目構成

●…必修科目 　/　▽…2年次科目 　/　◇…3年次科目

導入科目 
（講義） 

メディア表現研究は必修

プロジェクト科目 
（実習） 
すべて必修

特別科目研究 
（ゼミ・個別指導） 

すべて必修

メディア表現研究I ● プロジェクト研究I ● メディア表現特別研究I ●

メディア表現研究II ● プロジェクト研究II ●▽ メディア表現特別研究II ●▽

知的財産権特論 メディア表現特別研究III ●◇



プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ

• 学生が立案し、主指導教員の指導の下で運営 
• プロジェクト研究Ⅰの期間に研究計画を提出し、審査を経て学内研究予算（過去
の例では最高30万円）を獲得し、プロジェクト研究Ⅱの期間に運用 

• 博士前期課程学生の履修対象ではない



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

博士後期課程（博士）スケジュール

マイルストーン
研究基礎科目

プロジェクト研究科目
特別研究科目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

研究計画立案 研究計画書作成 研究テーマ決定 博士研究状況報告会

マイルストーン
研究基礎科目

プロジェクト研究科目
特別研究科目

マイルストーン
研究基礎科目

プロジェクト研究科目
特別研究科目

1年次

2年次

3年次

中間審査発表会

夏
季
休
業

夏
季
休
業

夏
季
休
業

冬
季
休
業

冬
季
休
業

冬
季
休
業

春
季
休
業

春
季
休
業

春
季
休
業

研究報告

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

論文作成開始
博士論文 
予備審査

博士論文 
提出

博士論文 
審査会

博士論文 
最終提出



博士前期課程（修士）入試



博士前期課程（修士）入試について

• 2年制コース 
• 推薦入試 
• 一般入試 

• 1年制コース 
• 社会人短期在学コース入試



推薦入試（6月）

1. 書類審査 
2. 面接試験（プレゼン：10分＋質疑応答：20分）

入
学
試
験

推
薦
を
依
頼

出
願
書
類
の
提
出

推薦書の作成



一般入試（10・2月）

1. 書類審査 
2. 面接試験（プレゼン：5分＋質疑応答：20分）

入
学
試
験

出
願
資
格
審
査 （
該
当
者
の
み
）

出
願
書
類
の
提
出

資格審査通過



社会人短期在学コース入試（6・10・2月）

1. 書類審査 
2. 面接試験（プレゼン：10分＋質疑応答：20分）

入
学
試
験

事
前
面
談

出
願
書
類
の
提
出

研究指導の承認

出
願
資
格
審
査 

（
該
当
者
の
み
）

資格審査通過

※10・2月入試のみ



博士前期課程入試：必要な書類

• 入学願書 
• 選考資料 
• 推薦書・入学確約書（推薦入試のみ） 
• 研究指導承認書（社会人短期在学コース入試のみ） 
• 語学能力の成績通知書（該当者のみ） 
※詳細は募集要項を参照してください



日本語を母語としない人について

• 日本語で論文を書くことを予定している場合 
• 日本語能力試験の成績通知書（N1）　または 
日本留学試験の成績通知書（読解・聴解・聴読解:280点以上、記述:35点以上） 

• 英語で論文を書くことを予定している場合 
• 日本語能力試験の成績通知書（N2以上）　または 
日本留学試験の成績通知書（読解・聴解・聴読解:240点以上、記述30点以上） 
• TOEFL iBTの成績通知書（90点以上）　または 
IELTSの成績通知書（6.5以上）



博士後期課程（博士）入試



博士後期課程入試（6・10・2月）

1. 書類審査 
2. 面接審査（プレゼンテーション：15分間＋口頭試問：30分間）

入
学
試
験
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資格審査通過

※10・2月入試のみ



博士後期課程入試：必要な書類

• 入学願書 
• 志望動機および研究計画 
• 審査選考資料 
• 研究指導承認書 
• TOEFL iBTの試験結果 
• 日本語能力の成績通知書（私費外国人留学生で日本語を母語としない場合） 
※詳細は募集要項を参照してください



資料：全般

• 大学案内パンフレット　 
• https://www.iamas.ac.jp/pamphlet/ 

• IAMAS Annual　 
• https://www.iamas.ac.jp/annual/ 

• 修士論文の公開（2015年度以降修了者・要旨のみ） 
• https://www.iamas.ac.jp/master_repository/ 

• 情報科学芸術大学院大学紀要 
• https://www.iamas.ac.jp/iamasbooks/category/journal/ 

https://www.iamas.ac.jp/pamphlet/
https://www.iamas.ac.jp/annual/
https://www.iamas.ac.jp/master_repository/
https://www.iamas.ac.jp/iamasbooks/category/journal/


資料：活動全般について

• IAMAS Channel 
• https://www.youtube.com/user/IAMASchannel/ 

• 卒業生インタビュー　 
• https://www.iamas.ac.jp/interview/ 

• 産業文化研究センター［RCIC］　 
• https://www.iamas.ac.jp/rcic/ 

https://www.youtube.com/user/IAMASchannel/
https://www.iamas.ac.jp/interview/
https://www.iamas.ac.jp/rcic/


https://www.iamas.ac.jp/

https://www.iamas.ac.jp/

